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研究成果の概要（和文）：　本研究は、インクルーシブ教育の推進が求められる中、特に小学校の外国語教育に
焦点を当てて，全ての児童の学びを保障するための指導上の留意点を明らかにし、それに基づく教員研修の効果
を検証することを目的とした。
　教員対象の調査及び学習者対象の調査から明らかになった，英語学習上のつまずきの具体や考えられる要因を
元に，そのようなつまずきへの支援ができるための教員研修を実施した。研修は，学習者の情意面への支援，読
み書き指導における支援，語彙・文法指導における支援，一斉指導における支援，そして特別支援学級等におけ
る指導といった内容で構成され，事後アンケートから参加者の学びの深まりが報告された。

研究成果の概要（英文）：   In the context of the need to promote inclusive education, this study 
focused on foreign language education in primary schools in particular, with the aim of clarifying 
the points to be considered in teaching to ensure the learning of all children and examining the 
effectiveness of teacher training based on these points.
   Based on the specifics and possible factors of stumbling in learning English that were identified
 from the surveys of teachers and learners, teacher training was conducted to provide support for 
such stumbling. The training consisted of support for learners' emotional aspects, support for 
reading and writing instruction, support for vocabulary and grammar instruction, support for 
simultaneous instruction, and instruction in special-needs classes, etc. The participants' learning 
was reported to have deepened based on the post-lecture questionnaire.

研究分野： 外国語教育

キーワード： 小学校外国語教育　インクルーシブ教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果の一つは，英語学習におけるつまずきの具体をこれまで以上に詳細に明らかにしたことである。
約1,400名の大学生に，小学校・中学校時代の学びをふり返ってもらい，どのような難しさがあったのかを自由
記述を含め詳細の検討した。また，国語でのつまずきについても調査し，英語学習におけるつまずきの予測因子
となる可能性が示唆された。これにより，国語に困難がある児童へは，外国語学習の際により丁寧な支援をする
ことでつまずきを緩和できる可能性が考えられる。
　また，教員研修からは英語学習のつまずきに関する理解の深まりが見られた。継続的な研修を望む声からも，
本研究の成果は社会的ニーズに応じたものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国連「障害者の権利に関する条約」の発効を皮切りに，「障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律」や「改正発達障害者支援法」の施行など，近年，我が国の特別支援教育施策は目
まぐるしい変化を遂げており，通常の学級においてもインクルーシブ教育システムの推進や合
理的配慮の実施などが求められるようになった。事実，新学習指導要領の各教科等の解説におい
ても，学習に困難のある児童生徒に対して実践できる合理的配慮や指導ストラテジーの例が具
体的に掲載されるようになった。しかし，これらの配慮事項を，実際の授業場面で具現化する際
に「何をしてよいのかよく分からない」といった小学校教員が 4 割を超えていることが本研究
グループの前身が 2017 年度～2019 年度に取り組んだ挑戦的（萌芽）研究の調査結果から明ら
かになった。 
その背景として，教科教育と特別支援教育の研究者が連携し，互いの分野における知見の融合

が十分に図られていないことが考えられる。その結果，現場の教員が研修を受ける際にも，特別
支援の視点からの研修と教科の指導に関する研修が別個のものとして扱われ，小学校教員の中
でも両者の知が融合できていない実態があると考えられる。しかしながら，特別な支援を要する
児童数は増加の一途をたどっており，インクルーシブな実践が求められる今日，小学校教員にと
って，合理的配慮を視野に入れた各教科の指導ができることは重要であり，喫緊の課題である。  
本研究では，2020 年度から開始学年が小学校 3 年生に引き下げられ，高学年では教科として読
み書きの学習が始まる外国語を取り上げる。その背景として，次の 4 点の指導に関わる課題が
あり，特に教員への研修が急務の教科と考えられることが挙げられる。  

① そもそも母語でない言語を用いて学習・指導しなくてはならないこと  
② いまだ外国語を指導した経験がない教員が一定数存在すること  
③ 教員の指導経験が浅く，余裕を持った配慮が難しいこと  
④ 英語は読み書き障害の発生率が高い言語であり，より一層の配慮が必要であること  
また，小学校を取り巻く今日的課題として，学習困難への対応に加えて，外国ルーツの子供や

帰国子女への指導も重要な課題である。外国語はそれらの児童の文化背景を生かしながら指導
を展開できる教科であり，外国籍児童や帰国児童に対するインクルージョンにもつながる実践
が可能と考えられることから，他教科に先んじて本研究で取り上げる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，①特別なニーズのある児童も含めた全ての児童の確かな学びを保障する，エ
ビデンスに基づく小学校外国語の指導上の留意点を明らかにすること，また，②それに基づいて
カリキュラム・マネジメントのための教員研修を実施し，その効果を検証することである。 
  
３．研究の方法 
（1）児童の英語学習におけるつまずきや困難の実態把握 
研究開始前（2019 年時点）の計画では，児童の英語学習におけるつまずきや困難の実態を把

握し，またそれに指導者がどのように対応しているのか，指導者の抱える悩みは何かなどの情報
を収集するため，国内外の実践を観察し，分析を行う予定だった。しかし 2020 年度及び 2021 年
度は新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い，学校の学外者受入れが厳しく制限されたため，上
記の計画を実行することができなかった。それに代わって，以下の 3つの調査を実施した。 
① 小学校 6年生を指導する教師（295 名，うち学級担任 235 名，英語専科教員 60 名）への質

問紙調査 
② 上記質問紙調査の内容をより深く理解し，考察するため10名の小学校教員（学級担任6名，

英語専科教員 4名）を対象とするインタビュー調査 
③ 大学生（1,393 名）への「日本語習得過程や国語学習におけるつまずき」と「英語学習にお

けるつまずき」に関する質問紙調査 
 
（2）児童の多様なつまずきに対応するカリキュラム及びカリキュラム・マネジメントに関する
教員研修 
 上記（1）の実態把握で収集した情報に加え，小中学校及び特別支援学校教員 22 名から，英語
授業における児童生徒のつまずきの実態を自由記述で収集し，それらの情報をもとに，指導者の
「つまずき対応」における困り感をリストアップした。それに基づいて，先行研究の知見や講師
の専門性を生かした研修を実施し，その成果を事後アンケートにより調査した。 
 
４．研究成果 
（1）指導者の立場（学級担任か専科教員か）による児童の英語学習におけるつまずき認知の傾
向の違いが明らかになった。 
 担任，専科に関わらず，児童はまとまった話の概要を捉ることに苦手意識があり，電子黒板や
CD など子どもに合わせて速度や声音を調整することができない固定音声の聞き取りが難しい児



童が多いことや，話すことに対して不安や抵抗感を示す児童が全体の 1～2 割いると認識されて
いることが明らかになった。また書くことについては，四線の使用，大文字と小文字の区別，類
似した形状の文字の混同，分かち書きができないことなど，多くの課題が挙げられた。 
 一方，担任と専科による児童のつまずきに関する認知傾向には統計的な有意差はなかったも
のの，英語の 4 技能すべての学習項目について，学級担任の方が「困難を覚えている児童が多
い」と回答する割合が高かった。専科教員は英語を指導する経験が豊かであることが多く，児童
のつまずきを「問題」「課題」ではなく「学習途上においてしばしばあること」と長い目で捉え
ることが出来ている可能性が考察された。 
 
（2）指導者の立場（学級担任か専科教員か）による児童の英語学習におけるつまずきに対応す
ることへの自信度の違いが明らかになった。 
 上記（1）の調査データを用いて探索的因子分析を行った結果，児童のつまずきは 4 つの因子
から構成されることが分かった。①リスニングでのつまずき因子，②言語操作でのつまずき因子，
③書字でのつまずき因子，④否定的感情喚起因子のうち，①～③の英語の技能に関わる因子にお
いて，専科教員と比べ学級担任の指導への自信度が低いことが明らかになった。この結果から，
教員の属性に応じた研修の必要性が示唆された。 
 
（3）英語学習過程におけるつまずきの具体が明らかになった。 
 大学生を対象に行ったレトロスペクティブ調査により，以下の点が明らかになった。 
①小学校時代，中学校時代，現在の英語に対する得意・苦手意識を調査した結果，最も多いグ

ループは「小学校時代から一貫して苦手群」で，次に多いのが「小学校から一貫して得意
群」だった。このことから，最初に覚えた好意や苦手意識が継続しがちであり，入門期の指
導が非常に重要という示唆を得た。 

②「英語ができない」「英語は難しい」という声はよく聞くが，具体的な難しさとして「知って
いる単語であっても英語母語話者の発音だと聞き取れない」や「音読のためにフリガナを
振っている学習者が回答者の半数を占める」，「文字からローマ字読みで誤った発音を自分
の中で作ってしまい，それを発音として思い込んでいるため，正しく発音された単語の聞
き取りができない」など具体的なつまずきの実態が明らかになった。 

③英語が得意なグループと苦手なグループで，普段の学習方法や効果的だったと認識している
学習方法が異なることが明らかになった。例えば，英単語の発音をカタカナで書くことは，
本来の発音を再生できることにつながらず推奨される学習方法ではない。しかし，苦手群
にはカタカナの活用でうまく音読できるようになったと感じている学生が一定数いること
が分かった。ただし，単にカタカナを書いて，それを読み上げるという方法ではなく，「最
初はカタカナを書いて，分かるようになったらカタカナを隠す」や「カタカナを使って発
音を理解してから，単語の読み方のルールを理解する」「カタカナをカタカナとして読むの
ではなく，CD に合わせて読めるようにする」など，カタカナの活用に工夫が見られた。授
業において指導者がカタカナの活用を積極的に推奨することはないかもしれないが，カタ
カナをつけずにいられない学習者に対して，それをどう活用するかについての指導や言及
があれば，学習者のつまずきへの支援につながる可能性が示唆された。 

④小学校の外国語授業で頻繁に用いられている「自由にペアを組んで会話をする」という活動
に回答者の約半数が苦手意識を持っていることが明らかになった。このタイプの活動にお
いて，ペアの相手を見つけることができない児童は，おそらくどの学級にも数名いると予
想されるが，実際は半数が苦手意識を抱いているという結果だった。自由記述からは「ペ
アの相手に迷惑をかけてしまうと思い辛かった」「英語ができない自分に付き合わせるのが
申し訳ない」「特定の相手としかペアが作れない」など，心理的な負担を吐露する意見が出
され，授業で行う活動の選択や活動形態の設定のあり方について検討の余地があることが
示唆された。 

 
（4）教員研修を通して，指導者が児童のつまずきの実態や支援方法を知ることができた。 
 （1）～（3）の成果及び研修に参加した 22 名の教員の「指導上の困難や悩み」を元に，研修
を実施した。研修は大きく分けて①音と文字の関係，読み，語彙の定着について，②記憶，ディ
スレクシア，要支援学習者への対応について，③一斉授業での支援，学習者の意欲や情意面への
支援についての 3テーマで構成され，それぞれに理論の学習と，実際の教材を用いての指導体験
を行った。事後に学びの成果をアンケート調査した結果，「自分の理解する英語と実際の英語ネ
イティブ発音にギャップがあり，そこが壁になる児童も多くいることを実感した。学習の場面で
も，日本語の発音にないものには脳が処理できない様子があるが，それを解説してあげることも
日本語話者である教師の役割であるとも感じた。」「それぞれのテーマがとても興味深かったで
す。児童の実態にあわせた支援をしていけば，児童が主体的に意欲的に学習に向かうことができ
るので，日々の授業の中で児童の姿に寄り添い，どこに困り感があるのか，感じ取れるようにし
ていきたいと思いました。今回教えていただいたことを実際の授業の中でどのように取り入れ
ていくか，セミナーの最中から考えていました。それほど、早く実践してみたい内容がたくさん
ありました。」など指導者がそれまで想像していなかったつまずきを学習者が持っていることを
新たに認識し，それにどのように対応していけばよいかの理解を深めた様子が伺えた。 
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